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発議第２号 

 

   ガザ地区における平和の早期実現を求める決議について  

 

地方自治法第１１２条及び小諸市議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとお

り提出する。 
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ガザ地区における平和の早期実現を求める決議 

 

イスラエル軍とパレスチナの武装勢力ハマスの戦闘により、ガザ地区では市街地が

ことごとく破壊され、多くの子どもたちを含む一般市民が犠牲となっている。 

国連安全保障理事会は 11 月 15 日、ガザ地区の子どもの人道状況を改善するための

戦闘休止などを求める決議を採択し12月12日には国連総会の緊急特別会合を開き「即

時の人道的停戦」を求める決議を、日本を含む国連加盟国の約８割にあたる 153 か国

の賛成多数で採択した。 

しかしながら、現在も生命の危機にさらされている一般市民の状況は極めて深刻で

あり、事態の早期鎮静化が求められている。 

平和を希求している本市の市議会として、この紛争にかかわるすべての当事者及び

国際社会に対し、次のとおり一刻も早い事態の解決を求める。 

 

１ 人道目的の即時停戦 

２ 国際人道法の遵守 

３ 人道的被害の抑制、人道支援物資の供給の改善 

 

以上、決議する。 

 

 

令和５年１２月１９日 

 

                          小 諸 市 議 会 


